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常用漢字は日々変化している

情報管理 2017,vol. 60, no. 3, p. 208-210. doi: http:/ /doi.org/10.1241 /johokanri.60.208 

2017年の3月に『日本・中国・台湾・香港・韓国

の常用漢字と漢字コード」と題する書籍を出版した。

出版したとはいっても，版元は京都大学末踏科学研

究ユニット・学知創生ユニット・人文科学研究所で，

いわば研究報告書というスタイルである。内容は，

日本の常用漢字表2,136字と，中国の適用規範漢字

表のー級字3,500字と，台湾の常用国字標準字体表

4,808字と，香港の常用字字形表4,762字と．韓国の

漢文教育用墓礎漢字1,800字を．それぞれ漢字コー

ドも含めて対照させる，

する。

という無謀な試みだったリ

この 「日本・中国・台湾・香港・韓国の常用

漢字と漢字コード』を書くにあたって，非常にイン

スパイアされた本があったので．本誌の読者にも．

お薦めしようと思う。

日本人と漢字

1冊目は『日本人と漠字』。目次を見てみよう。

第1章

第2章

変化し続ける漠字

中国での漢字の誕生と変遷

暉
湘
宏
之

知
の
ト
レ
ッ
キ
ン
，
＇

日
本
人
と
漢
字

「日本人と漢字j

笹原宏之著
集英社インターナショナル
2015年． 1,100円（税別）
http://www.shueisha-int.eo.jp/ 
archives/3551 

第3章

第4章

日本の漢字の変化と多様性

日本人による漢字への思い入れと手入れ

第1章のタイトルにもあるとおり，変化し続ける漢

字，が本書のテーマである。漢字は，誕生して以来，ずっ

と変化し続けてきた。まずは甲骨文字において，漢字

から別の漢字が派生し，展開していった。「木」を並

べて「林」ができた。「女」に，胸を表す点が2つ付い

て「母」ができた。「羊」と「大」を上下に重ねて「美」

ができた。秦の始皇帝は「睾」という字を嫌って，同

音の「罪」という別の字をあててしまったために，「罪」

の意味がそれまでとは変わってしまった。インドから

仏教が伝来すると，「マ」

なったが，どうも「麻」では弱いので，「鬼」を加え
せんぴ

て「魔」という字が作られた。北方の鮮卑は，＜つの

ことを「クワ」に近い音で呼んでおり，それを表すた

めに「革」と「化」を合わせた「靴」という字を作った。

化が日本でも続いている，

～江戸時代を生き延び，

という音を表す字が必要と

こんな風に漢字はどんどん変化しており，その変

というのが本書の主張で

ある。「蝦」が「海老」から「蜻」そして「蛯」へと

変化し，日本の地名や人名に定着する。「第」が「オ」

に変化する。「圃」を大胆に省略した「円」は，室町

当用漢字表に正式採用され

た。「軽」は「軽」を経て．さらに「呈」へと変化し

た地域すらある。日本の漢字は．これまでずっと変

化してきたし．これからも変化を続けるのだと．本

書は熱っぼく，論を進めている。

その一方で，韓国の漢字政策にも，本書は触れて

いる。ハングル専用政策により，「防火」 も「放火」

も同じ「岩釦になってしまって．単語を見ただけで
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は判断がつかない，と本書は指摘する。ハングルは

音だけを表すために同音語の区別ができず，深刻な

誤解や事故が実際に起きているそうだ，

る。ただ．実のところ．韓国においても言語の変化

は続いており，現代において

と本書は語

「岩卦」は， 「放火」の

意昧に限定されつつある。「防火」にあたる韓国語は，

現在は「空杯囮博」（火災豫防）

序章

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

終章

今，

日本語と漢字

本書はそこから説き始め，

中公新苔

239l 

であり， 同音語を避

けた形へと変化しつつあるのだが，本重はその点に

は触れていない。

常用漢字の歴史

お薦めのもう1冊は『常用漠字の歴史』。目次を見

てみよう。

常用漢字とは何か

漠字制限の歴史

さまざまな常用漢字表

字体をめぐる問題

音と訓とはどのように決められたか

常用漢字は常用されてきたか

漠字はどう使われているか

江戸時代の常用漢字は，どういうものだったのか。

明治，大正，昭和へと続

く常用漠字の歴史を説き起こし， そして，平成の常

用漢字表は本当に常用されているのか，

へと迫る。

という問題

1873（明治6)年に編纂された『新撰字書』は，

「常用漢字の歴史：教育国家，

日本語』

今野真二著
中央公論新社，2015年，860円（税別）
http://www.chuko.eo.jp/ 
shinsho/2015/09/102341.html 

世間で広く使われている漢字3,167字を収録してい

や「鑽」（ひうちがね）た。「學」（ふたご‘) といった

字が，当時広く使われていたことがわかる。

「世間」が変われば，常用される漢字も変わる。

チガネが使われなくなり．

しかし，

ヒウ

マッチヘと置き換えられて

いくにつれ，「鑽」という字も使われなくなっていく。

常用漢字は社会を映す鏡でもある。

常用される漢字の字体も，

いく。「濃」は「扉し」になりさらに「礼」になった。

と「場」は．明治時代には「場」がむしろ多用

されていたが，昭和～平成は「場」が常用漢字である。

「場」

「歴」の略字は，「麻」が好まれた時期もあったよう

だが，現在は「歴」が優勢である。ただし，

詞に関しては，

「吉」

いくら常用漢字が「吉」

を使いたいという心性が生じる。「吉」

させましょう，という考え方が，固有名詞については，

なかなか受け入れられない．

その一方で本書は， ローマ字運動やカナモジ運動

も追いかけている。ただし．

と「日本□ーマ字会」

たり，

R本・中国・台符・香沌・韓OOの
常lil；；；字と；；；字コード

ー
丑
略
切
ヱ

丸
荀

3
礼

作
ゑ

A
"
.

出
足
一頁―
’
 

時代によって変わって

固有名

であっても，

で代表

と本書は指摘する。

これらの話題に関する

本書の記述は，少し雑である。「日本のろーま字社」

を混同したり，「仮名文字協会」

の山下芳太郎を住友商事 (1952年設立） の理事とし

ところどころ間違いが散見される。 これらの

話題については，本書の最後に示されている各参考

文献を参考にすべきだろう。

日本・中国・台湾・香港・韓国の常用漢字

そして『日本・中国・台湾・香港・韓国の常用漢

字と漢字コード』。目次を見てみよう。

安•年ー ・ 安●素·，.

『日本・中国・台湾・香港・韓

国の常用漢字と漢字コード」

安岡孝一，安岡素子著
京都大学未踏科学研究ユニット・学

知創生ユニット・人文科学研究所，
2017年，非売品
http://repository.kulib.kyoto-u. 
ac.jp/dspace/ 
hand le/2433/21 8381 
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はじめに

漢字の標準化

漢字コードの標準化

日本の漢字施策と漠字コード

中国の漢字施策と漢字コード

台湾の漢字施策と漠字コード

香港の漢字施策と漠字コード

緯国の漢字施策と漢字コード

日本・中国・台湾・香港・韓国の漢字とその異同

おわりに

付録：

日本・中国・台湾・香港・韓国の常用漠字対照表

付録の「日本・中国・台湾・香港・韓国の常用漢

字対照表」こそが本書のメインであり，それ以前の

部分は，付録の内容を理解するための基礎知識とし

て書かれている。時代によって，場所によって，あ

るいは政治によって，漢字は，どんどん変化してい

く。その結果として，いわゆる異体字がどんどん埴

加していく。一方，国民教育を考えた場合，言語の

変化は邪魔者となる。教育という側面からは，ある

一定の基準を定めて，そのまま変わらずにいてほし

い。しかし，それでも何年か何十年かごとに，各国（あ

るいは各行政単位）は，漢字施策を見固さざるをえ

ない。国民が常用する漢字の種類の変化を漢字施

策は，止めることができないからだ。本書は，各国

で変化していった常用漢字がどうなってしまったの

か，それを現在という時間断面で切ってみせたもの

である。

各国の漢字コードは，コンピューターや通信のた

めの技術的な規格でありながら，各国の漠字施策と

綿密な関係をもたざるをえなかった。各国ごとに漢

字コードを標準化すると，国内でのやりとりはいい

が，国をまたいだ漢字のやりとりには不便である。

そこに目を付けたのが， Unicodeだ。時おりしも，

インターネットが世界的に発展しつつあり WWW

における文字コードは， Unicodeが牛耳っていくこ

とになった。各国が必要とする漠字を各国が漢字

コードとして規定するだけでなく， Unicodeにも提

案しなければ使えない，という不思議な時代になっ

た，と本書は指摘する。

なお，本書は商業出版に乗っておらず，市販されて

いない。デジタル版PDFが京都大学学術情報リポジト

リ「紅」で無料公開されている (http://repository. 

kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/218381) 

ので，そこからダウンロードしてほしい。それでも，紙

媒体による本書の所蔵を，どうしても希望する各医書

館は，京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報

学研究センターに，問い合わせてほしい。

安岡孝一（やすおかこういち） yas uo ka@ka nj i.z in bun 

kyoto-u.acJp 

1965年生まれ。京都大学博士（エ学）。京都大学大型計算機セン

ター助手，京都大学人文科学研究所附属漠字情報研究センター助

教授などを経て， 2015年より京都大学人文科学研究所附属東ア

ジア人文情報学研究センター教授。人文科学と情報科学の橋渡し

をすべく，文字コードや拓本ゃQWERTY配列の歴史など，多彩

な分野で研究中。
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